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バレーボールにおけるジャンプサーブの効果につい
ての研究













































































ブ秘類 PJS CJS JＦ Ｆ 合計
打数 1 8 5８ 7２ 5８ 346










































































サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ 合計
打数 5１ 2４ 4８ 4０ １６３
出現率 313％ 14.7％ 295％ 24.5％
ーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ











Ａ・Ｂカット率 31.4％ 83.3％ 792％ 90.0％
ミス率 29.4％ ％ ％ ０
サーブ櫛類 PJS CJS JＦ Ｆ 合計
打数 6３ 2６ ３ 1８ 110
１１１現率 57.3％ 23.6％ ％ 16.4％
サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ











Ａ・Ｂカット率 329％ 82.8％ 84.7％ 914％
ミス率 26.6％ 1.7％ 1.4％ ０
ブ種類 PJS CJS J Ｆ











Ａ・Ｂカット率 270％ 76.9％ 100％ 94.4％
ミス率 30.2％ ０ 0 ０
サーブ種類 PJS CJS JＦ Ｆ 合計
打数 4４ ８ 2１ ０ 7３
出現率 603％ 10.9％ 28.6％ ０
ーブ種類 PJS CJS J Ｆ











カット率 43 ％ 1 0 95.2％ ０
ス率 18.2％ ０ ０ ０
第２６号
相手のブロックを揃わせないようにするなどの得点能力の差
が試合の勝敗を左右していくことになるだろう。
でコースをしっかりと打ち分けて、ＰＪＳで効果を狙ってくる
というチーム戦術である。
中国チームはジャンプサーブの出現率が高いことからも、
サーブ全体のミス率が高い一方で、効果率も高いというある
程度のミスは覚`悟の上で勝負を賭けてくるというチーム戦術
であった。
ロシアチームはやや力を抑えたＰＪＳを打ち込んでいたよ
うで、自分のチームの高いブロックや攻撃力で相手を押さえ
込むためにミスの少ないサーブを打っていたと思われるが、
相手が互角以上のチームであればもう少しミスを覚悟の上で
のより強いＰＪＳを打ち込んでいたと予想される。
以上のように各チームのサーブの特徴を述べてきたが、こ
れは対戦相手や自分のチームの特徴（ロシアチームの高い
ブロックや日本チームのディフェンス能力など）によっても
打ち方の違いがあるものと考えられる。
日本チームは高さ、パワーの面では他国と劣る部分があ
るため、あと１人はＰＪＳを打てるスターティングメンバーを
増やし、効果率を上げると同時にミスも対戦相手より少なく
抑えることが得点能力を上げるための要素となりうるであろ
う。
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4.結論
以上のように本研究では、現在の男子のトップレベルに
おいてスピードガンで速度表示が出るなど主流になっている
ジャンプサーブの効果について考察を進めてきたが、ジャン
プサーブの中でも強打のジャンプサーブ（PJS）は、その他
のサーブに比較して直接ポイントを挙げたり、相手のレシー
ブを崩して単調な攻撃にさせるという大きな効果（効果率
約40％、他サーブ約１０％）がある一方で、ミスも多い（約
30％、他サーブほぼ0%）ことが判明した。
また各チームにおいてもレシーブ専門のリベロプレーヤー
を除いたスターティングメンメンバー６名のうち、３名以上
は確実にジャンプサーブを用いていることから、ジャンプ
サーブの出現率も高いことが明らかになった。
チームによってはミスを覚悟の上でジャンプサーブを
１００％近い力で打たせるチームと８０％位の力で確立よく打た
せるチームの２通りあるが、これは対戦相手や味方チームの
ブロック、レシーブといったディフェンス能力、また試合で
の得点経過などによってもサーブの打ち方を変える場合があ
るといえる。
したがって他のサーブと比較してハイリスクハイリターン
であるジャンプサーブをどのように打たせるかがチーム戦術
として重要な要素といえるであろう。
今後もサーブの威力は増していくと考えられるが、そうい
う状況の中で強打のジャンプサーブをコンスタントに打たれ
た場合は、レシーブを高い確立でセッターに返球することは
困難になるため、レシーブが崩れた状況での二段トスを打ち
切るエースの決定力やあらゆる返球からでもトスを速くして
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